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研究課題別事後評価結果 
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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

〇総合評価コメント：

 

電動車両を用いたエネルギーマネジメントに関する諸課題について、(1) 車の利用と家庭での電力消費

のデータ収集、(2)車利用予測手法の開発、(3)各拠点におけるローカルなエネルギーマネジメント設計、

(4)地域やコミュニティにまたがるエネルギーマネジメントの設計、(5)サイバーセキュリティ、の各観

点から取り組み、次世代のエネルギーマネジメントとモビリティシステムの融合につながる重要な成果

を創出した。 

車両利用予測を組み込んだ Vehicle to Home 型の HEMS、電動車両とヒートポンプ給湯器を協調的に利

用した HEMS、コミュニティでの協調型 V2H-EMS の設計、EV シェアリングでの車両割り当てと充放電の

同時最適化、V2H の統合によるアンシラリーサービスへの対応、EMS とサイバーセキュリティ、をはじ

めとして、国際連携も含めた研究により多くの国際論文、国際共著論文を発表し、それらを書籍として

まとめた。社会連携の面からも、自治体・企業との連携を進めることができた。 

スマートシティーでのカーシェアや自動運転など新たな交通とエネルギーのセクターカップリング、持

続可能社会へ向けた再生可能エネルギー導入など、時代を先取りしたインパクトのある研究であり、企

業等との社会実装や政策提言につながることを期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

A+ 非常に優れている 


